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令和３年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育 （大修館書店） 

副教材等 プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 1年次生で身に付けた技術を生かし、仲間と協力してプレーができるようになることを目標とし

ています。 

さらなる体力・技術の向上を目指して取り組んでほしいと思います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜び

を深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協

力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツ

ライフを継続する資質や能力を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動やスポーツに積

極的に、安全に気を付

けながら取り組ませ

る。 

仲間と協力して運動

に取り組ませる。 

効率よく運動が出来

るように技術を学ば

せると共に、周囲の変

化に臨機応変に対応

出来る能力を身につ

ける。 

各種目の特性を踏ま

え、運動技術・戦術を

習得させる。 

さらに、技術・戦術を

生かした作戦を立て

てゲームができるよ

うにさせる。 

スポーツの歴史や種

目の特性を知り、興

味を持たせるように

する。安全に行うた

めの知識を身に付け

させ、運動に取り組

ませる。 

 

評
価
方
法 

授業の出席状況、授業

に対する意欲・態度、

忘れ物などを加味し、

平常点を重視して総

合的に評価を行う。 

 

安全に配慮して行え

ているか、参加人数や

運動を行う環境の変

化にも動じず対応で

きているかを授業の

活動の中で見極め、評

価する。 

基礎的・基本的な技

術が身についている

か、習得した運動技

術がどのように活か

せているかゲームの

中の活動で評価す

る。 

種目の特性を理解

し、周囲の安全に配

慮して運動を取り組

めているか。 

種目の特性を生かし

た運動をおこなえて

いるか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

陸
上(

短
距
離) 

・基礎的基本的なトレーニン

グ 

・短距離走のタイム計測 

〇  〇  a: トレーニングの楽しさや心

地よさを味わうことができ

るよう、体力の違いに配慮す

る。 

c: 記録に挑戦したり、相手と

競争したり、仲間と連携しあ

って取り組む。 

出席状況 

授業への取

り組み内容 

後
期 

陸
上(

持
久
走) 

・中距離・長距離のタイム計

測 

〇  〇  a: 持久走に関心をもち、進ん

で計画を立て運動しようと

し、自己に合ったペースを見

つけて走ることができる。 

c: 自己の体力に応じてペース

配分し、自分の記録の向上に

挑戦している。 

出席状況 

授業への取

り組み内容 

通
年 

球
技(

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル) 

・パス、ドリブル使った連係プ

レーの習得 

・作戦を立てたゲーム 

○ 〇 ○  a: フェアプレイを大切にする

こと、自己の責任を果たそう

とすることなど、チーム内で

帰属意識・協調性を持ち、健

康・安全を確保して学習に積

極的・自主的に取り組もうと

している。 

b: 生涯にわたって各種目を豊

かに実践するための自己の

課題に応じた運動の取り組

み方を工夫している。 

c: 仲間と連携した動きによっ

て、意図的に得点をねらう攻

防を展開する。 

出席状況 

授業への取

り組み内容 

通
年 

球
技(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル) 

・パス、アタック基本技術の

習得 

・三段攻撃の習得 

・戦術を身に付けてゲームを

おこなう 

○  ○ 〇 a:球技の楽しさや喜びを味わ

うことができるよう、フェア

プレイを大切にしようとす

ること、自己責任を果たそう

とすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全

を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

c:球技の特性に応じてゲーム

を展開するための作戦に応

じた技能や仲間との連携し

た動きを身につけている。 

d:技術や技の名称や行い方、体

力の高め方、運動観察の方法

を理解している。 

出席状況 

授業への取

り組み内容 



通
年 

  

球
技(

サ
ッ
カ
ー) 

・連携プレーの習得 

・ゲーム 

 〇 ○  b:生涯にわたって球技を豊か

に実践するための自己の課

題に応じた運動の取り組み

方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲーム

を展開するための作戦に応

じた技能や仲間との連携し

た動きを身につけている。 

出席状況 

授業への取

り組み内容 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断 

c:運動の技能          d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


